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(57)【要約】
【課題】周壁パネルの内側に入っているペットの飛び出
しを防止するための天面カバーを備えて、かつ、ペット
の様子を側面からだけでなく天面側からも天面カバーを
通して見ることができるようにして閉塞感をなくし、か
かる天面カバーの着脱も容易な使い勝手のよいペット用
サークルを提供する。
【解決手段】天面カバー３は、周壁パネル２の開口部の
大きさとほぼ同等の大きさを有して柔軟性素材からなる
被覆部３１と、この被覆部３１の周縁部に添設されて上
横縁２１に取付可能な複数の取付部３２とを備えている
。被覆部３１は、少なくとも一部がメッシュ地で形成さ
れた可視カバー部３１１とされており、この天面カバー
３を装着した周壁パネル２の内外で可視カバー部３１１
を通して透視可能となされ、取付部３２により周壁パネ
ル２に対して着脱自在とされている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正面パネルと背面パネルと左右の側面パネルの各側辺が互いに連結されて周壁パネルが
形成され、この周壁パネルの天面側の開口部を閉鎖しうる天面カバーを備えたペット用サ
ークルであって、
　前記各パネルは線状部材により格子状に形成され、各パネルの上縁部には水平方向の上
横縁が設けられており、
　前記天面カバーは、周壁パネルの開口部の大きさとほぼ同等の大きさを有して柔軟性素
材からなる被覆部と、この被覆部の周縁部に添設されて前記上横縁に取付可能な複数の取
付部とを備えて、前記上横縁に対して着脱自在とされていることを特徴とするペット用サ
ークル。
【請求項２】
　前記天面カバーの被覆部は、少なくとも一部がメッシュ地で形成された可視カバー部と
されており、この天面カバーを装着した周壁パネルの内外で可視カバー部を通して透視可
能となされていることを特徴とする請求項１に記載のペット用サークル。
【請求項３】
　前記天面カバーの被覆部は、周縁部近傍が周縁支持布部とされて、この周縁支持布部は
その内側に設けられた可視カバー部よりも強度を有する布地により形成されていることを
特徴とする請求項２に記載のペット用サークル。
【請求項４】
　前記天面カバーの被覆部は、周縁支持布部と可視カバー部との間の少なくとも２方向に
開閉ファスナーが備えられて、周縁支持布部に対して可視カバー部が開閉可能とされてい
ることを特徴とする請求項３に記載のペット用サークル。
【請求項５】
　前記天面カバーの取付部は帯状布に止め具が備えられて形成され、この止め具を用いて
前記上横縁に結着可能となされていることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の
ペット用サークル。
【請求項６】
　前記天面カバーの取付部は、少なくとも周壁パネルの各角隅部に対して取り付け可能な
一対の取付部を被覆部の四隅それぞれに備えていることを特徴とする請求項１～５のいず
れかに記載のペット用サークル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内側に犬や猫などのペットを入れるペット用サークルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ペット用サークルは、複数のパネルを連結し、これらのパネルで囲まれた内部にペット
を収容するものであって、近年のペットブームに伴い、種々のペット用サークルやペット
用ケージが提案されている。
【０００３】
　なかでも、内側に収容した犬などのペットの飛び出しを防止するため、上部の開口部に
天面パネルを設け、中にいるペットの様子をうかがうことができるようにしながら、この
天面パネルによって開口部を閉鎖するようにしたペット用サークルも提案されている。
【０００４】
　この種のペット用サークルとして、例えば特許文献１には、正面パネル、背面パネル、
および左右の側面パネルの各側辺が互いに連結された周壁パネルの上面開口部に、連結具
（サイド連結具およびコーナー連結具）を介して天面パネルが着脱自在に取り付けられた
ものが開示されている。
【特許文献１】登録実用新案第３０５３２２７号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記特許文献１の技術においては、天面パネルの組み付けが複雑であっ
て、製造コストがかさむとともに、大がかりでかさばるため、取り扱いにくく、メンテナ
ンスもしにくいという欠点があった。
【０００６】
　また、上記したペット飼育用ケージでは、周壁パネルの隅部に取り付けられたコーナー
連結具に天面パネルの隅部が単に載置されているだけであるため、天面パネルが外れやす
いという問題点もあった。
【０００７】
　そこで本発明は、上記のような事情にかんがみてなされたものであり、周壁パネルの内
側に入っているペットの飛び出しを防止するための天面カバーを備えて、かつ、ペットの
様子を側面からだけでなく天面側からも天面カバーを通して見ることができるようにして
閉塞感をなくし、かかる天面カバーの着脱も容易な使い勝手のよいペット用サークルを提
供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記した目的を達成するため、本発明は、正面パネルと背面パネルと左右の側面パネル
の各側辺が互いに連結されて周壁パネルが形成され、この周壁パネルの天面側の開口部を
閉鎖しうる天面カバーを備えたペット用サークルであって、前記各パネルは線状部材によ
り格子状に形成され、各パネルの上縁部には水平方向の上横縁が設けられており、前記天
面カバーは、周壁パネルの開口部の大きさとほぼ同等の大きさを有して柔軟性素材からな
る被覆部と、この被覆部の周縁部に添設されて前記上横縁に取付可能な複数の取付部とを
備えて、前記上横縁に対して着脱自在とされていることを特徴とする。
【０００９】
　このような発明により、開口部に設けた天面カバーによって、内側に収容したペットの
飛び出しを防止することができ、また、この天面カバーの被覆部が柔軟性素材により形成
されているので、取り扱いが容易でありメンテナンスもしやすくなり、製造コストも抑え
ることが可能になる。
【００１０】
　また、本発明は前記構成のペット用サークルにおいて、前記天面カバーの被覆部は、少
なくとも一部がメッシュ地で形成された可視カバー部とされており、この天面カバーを装
着した周壁パネルの内外で可視カバー部を通して透視可能となされていることを特徴とす
る。
【００１１】
　これにより、天面カバーを周壁パネルに取り付けた場合でも、周壁パネルの側面からだ
けでなく天面カバーの外側からも中にいるペットの様子をうかがい知ることができ、閉塞
感をもたらすことがなく、また、ペットとの良好なコミュニケーションをとることが可能
となる。
【００１２】
　また、前記天面カバーの被覆部は、周縁部近傍が周縁支持布部とされて、この周縁支持
布部はその内側に設けられた可視カバー部よりも強度を有する布地により形成されている
ことが好ましい。
【００１３】
　このように構成することにより、天面カバーにおいて、柔軟性のある可視カバー部を補
強し、天面カバーに強度と張りを持たせて、外力に対しても一定の強度と耐久性を確保す
ることが可能となる。
【００１４】
　また、前記天面カバーの被覆部は、周縁支持布部と可視カバー部との間の少なくとも２
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方向に開閉ファスナーが備えられて、周縁支持布部に対して可視カバー部が開閉可能とさ
れていてもよい。
【００１５】
　すなわち、周縁支持布部と可視カバー部との境界部が、２方向以上にわたって開閉可能
となるので、天面カバーを取り付けたままの状態で可視カバー部を周縁支持布部から切り
離し、ペットを取り出したり、中に入れたりすることが可能になる。このため、ペットの
出し入れや清掃等のたびに、天面カバー全体を着脱しなくとも、簡単に開閉することがで
き、利便性を高めることができる。
【００１６】
　また、前記天面カバーの取付部は帯状布に止め具が備えられて形成され、この止め具を
用いて前記上横縁に結着可能となされていることが好ましい。これにより天面カバーの着
脱を簡単に行うことができる。
【００１７】
　また、前記天面カバーの取付部は、少なくとも周壁パネルの各角隅部に対して取り付け
可能な一対の取付部を被覆部の四隅それぞれに備えていることが好ましい。これにより、
取付部の全体個数を少なく抑えても、十分に安定的に取り付けることが可能であり、天面
カバーの取り付けまたは取り外し作業を容易に済ませることができるようになる。
【発明の効果】
【００１８】
　上述のように構成される本発明のペット用サークルによれば、天面カバーによって内側
に入っているペットの飛び出しを防止することができて、かつ、そのペットの様子を側面
からだけでなく天面側からも天面カバーを通して見ることができ、天面カバーを設けたこ
とによる閉塞感をなくし、天面カバーの着脱も容易で使い勝手のよいものとすることがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明に係るペット用サークルを実施するための最良の形態について、図面を参
照しつつ説明する。
【００２０】
　図１～図４は本発明のペット用サークルの一例を示し、図１はペット用サークルの斜視
図、図２はトレーを備えたペット用サークルの斜視図、図３はペット用サークルの天面カ
バーの上面図、図４は天面カバーの取付部の変形例を示す部分斜視図、図５は天面カバー
の変形例を示す上面図である。
【００２１】
　ペット用サークル１は、正面パネル２ａと背面パネル２ｂと左右の側面パネル２ｃ，２
ｄの各側辺が互いに連結されて形成された周壁パネル２を備えている。
【００２２】
　正面パネル２ａ、背面パネル２ｂ、および左右の側面パネル２ｃ，２ｄは、例えば鉄線
材等の線状部材により、格子状に形成されている。また、これらの各パネル２ａ，２ｂ，
２ｃ，２ｄの上縁部には、各パネル２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄの水平方向の線状部材と平行
な上横縁２１が設けられている。上横縁２１は、各パネル２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄと同様
の線状部材から構成されるものであっても、また、木製枠部材から構成されるものであっ
てもよい。また、周壁パネル２の内側下部にはトレーＡが備えられていてもよい。
【００２３】
　例示の形態において、かかる周壁パネル２は、正面パネル２ａと背面パネル２ｂと左右
の側面パネル２ｃ，２ｄの各側辺が複数の連結具Ｂを介して連結されている。連結具Ｂは
、周壁パネル２の隣り合う各側辺を構成する線状部材にそれぞれ嵌め込むことが可能に形
成され、例えば周壁パネル２の上端および下端縁の角隅部に配設されている。また、正面
パネル２ａには、ペットの出入り口２２が開口されているとともに、この開口を開閉する
扉Ｃが取り付けられている。
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【００２４】
　このように構成される周壁パネル２の天面側は、上部に開放された開口部２３となって
おり、この開口部２１に天面カバー３を取り付けて開口部２３を閉鎖することができるよ
うになっている。
【００２５】
　天面カバー３は、周壁パネル２の開口部２３の大きさとほぼ同等の大きさを有して矩形
状に形成され、柔軟性のある素材が用いられている。例示の形態では、天面カバー３は、
被覆部３１と、この被覆部３１の周縁部に添設されて上横縁２１に取り付けることを可能
にする複数の取付部３２とを備えている。
【００２６】
　天面カバー３の被覆部３１は、少なくともその一部が、周壁パネル２の内側を周壁パネ
ル２の上部からも見えるようにした可視カバー部３１１となっている。この可視カバー部
３１１の素材としては、透視性を有するメッシュ地が好ましく、通気性および柔軟性をも
備えさせることができる。また、可視カバー部３１１にＰＶＣコーティングを施すことで
、撥水性を持たせて、メンテナンスを容易なようにしてもよい。
【００２７】
　図示するように、被覆部３１の可視カバー部３１１は、被覆部３１の周縁部近傍を除く
ほぼ全域に広く設けられていることが好ましい。また、図示した形態では、被覆部３１の
周縁部近傍は、周縁支持布部３１２とされて、この周縁支持布部３１２はその内側に設け
られた可視カバー部３１１よりも強度を有する布地により形成されている。これにより、
柔軟性のある可視カバー部３１１を補強し、天面カバー３に強度と張りを持たせて外力に
対しても一定の強度と耐久性を確保することができるようになっている。
【００２８】
　また、天面カバー３の取付部３２は、帯状布に止め具３２１が備えられて形成されてい
る。取付部３２の止め具３２１には、例えば、ボタン、スナップボタン、ピン、フック、
面ファスナー等を適宜利用することができる。そして、取付部３２に周壁パネル２の上横
縁２１を挟み込んで保持させ、止め具３２１を止め付けて取付部３２を上横縁２１に結着
することができる。
【００２９】
　取付部３２には、少なくとも、周壁パネル２の各角隅部に対して取り付け可能な一対の
取付部３２ａが形成されており、被覆部３１の四隅それぞれに備えられている。さらに、
被覆部３１の辺縁部に対応させて、複数の取付部３２も設けられており、長辺方向の中程
に２箇所、短片方向の中程に１箇所それぞれ配設されている。
【００３０】
　このような取付部３２を備えることにより、天面カバー３は、周壁パネル２の上横縁２
１に対して着脱自在となされている。また、取付部３２の配設箇所は天面カバー３の大き
さによって適宜選択されることが好ましい。ただし、かかる形態の天面カバー３において
は、被覆部３１に周縁支持布部３１２が形成されるとともに、角隅部に一対の取付部３２
ａを備えているので、取付部３２の全体個数を少なく抑えても、十分に安定的に取り付け
ることが可能であり、取り付けまたは取り外し作業も容易に済ませることができるものと
なっている。
【００３１】
　また、取付部３２の止め具３２１に、図４に示すようなフック３２２を用いることで、
より一層、天面カバー３の着脱を容易にすることができる。この場合、取付部３２の帯状
布に伸縮性を有するゴム紐等を用いてもよく、フックを上横縁２１に引っ掛けるだけで天
面カバー３の取り付けが可能となる。
【００３２】
　さらに、かかる天面カバー３の周縁支持布部３１２と可視カバー部３１１との間におい
て、少なくとも２方向に開閉ファスナー３３を備えるように構成されていてもよい。すな
わち、周縁支持布部３１２と可視カバー部３１１との境界部に、２方向または３方向にわ
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態で可視カバー部３１１を開けてペットを取り出したり、中に入れたりすることが可能に
なる。このため、ペットの出し入れや清掃等のたびに、天面カバー３の取付部３２を着脱
しなくとも、簡単に開閉することができ、利便性を高めることができる。
【００３３】
　このように構成される天面カバー３を周壁パネル２に取り付けることにより、ペット用
サークル１においては、周壁パネル２の内側のペットが、その外側に飛び出すのを防止す
ることができ、さらに、天面カバー３の可視カバー部３１１を通して、中のペットの様子
を見ることもできて、閉塞感をもたらすことなく、好適に使用することができる。
【００３４】
　なお、上記のペット用サークル１では、天面カバー３に対して周縁支持布部３１２の内
側のほぼ全域が可視カバー部３１１となされた例を示したが本発明はこれに限らず、少な
くとも一部分が可視カバー部３１１であればよい。また、取付部３２の形態も上記例に限
定されず、例えば図５に示すように一対の取付部３２ａが周壁パネル２の角隅部に引っ掛
ける形式のものであってもよく、どのような形態のものであってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本発明は、周壁パネルの内側に入っているペットの飛び出しを防止するとともに、ペッ
トの様子を側面からだけでなく天面側からも見てとれる閉塞感のないペット用サークルと
して好適に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明に係るペット用サークルの一例を示す斜視図である。
【図２】本発明に係るペット用サークルの他の形態を示す斜視図である。
【図３】本発明に係るペット用サークルの天面カバーの上面図である。
【図４】前記天面カバーの取付部の変形例を示す部分斜視図である。
【図５】前記天面カバーの取付部の変形例を示す上面図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１      ペット用サークル
　２　　　周壁パネル
　３　　　天面カバー
　３１　　被覆部
　３１１　可視カバー部
　３１２　周縁支持布部
　３２　　取付部
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